













































入(111億マルク)，郵便(197億マルク)， 電気・ガス (232億マルク)， 近距離交通
(34億マルク)， 放送(14億マルク)， 鉱油税・自動車税収入(189億マルク)をも含
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ぷI~;:!l< -Ij-- t' ^ I 'ifi!fj;fjlOm:{E I共同 |排除|拒酎昨吋;;配分:1分基配10)連邦11)行政叫1負方担の叫公共サーピス 管轄権の所在 競合性
基準準性費 法消費性 可能性可能性
アウト・パー γ|連邦 | 高 |能限大1)1 可 | 可 | 有 | 有 |限純6) 最重|重|震|大|差律百
幹線道路 州，市町村 |高 |能限大|可| 可| 有|有|限純l能限重|重 |重|最大 |J日
交 主要道(混雑地) 州，市町村 |高|能限大|高ず|可|有|有|限純|最重|重 重|大|差別
水 路|連邦，州 |高|能限有2)1 可 |可 有 | 有 |限純|能限重| 無 |少重| 小 一律
鉄 道|連邦 | 高 |能限有|可 | 可 | 有 | 有 |限純l能限重| 無 少重|小 |差別
自治体の公共旅客輸送| 市町村 | 高 |能限有|可 可 | 有 | 有 |限純|能限重| 無 重|小 |差別
通
駐 車 場 |半官，市町村 | 高 |能限有|可 |可 有|有 限純能限重|無 少重| 小 | 差別
港 湾|連邦，州 | 高|能限有|可 可 有|有|限純|能限霊 無|少重 一律
飛 fi 場 州，市町村 | 高 |能限有| 可 | 可 | 有 | 有 |限純1能限重| 無 |少重| 小 |一律
通 電
話 連邦 高 能限有|可 可|無|無限純l最重|無|少重小|差別
電 信|連邦 高|能限有| 可 可 無| 無|限純 1能限重| 無 少重| 小|一律
信 郵 便|連邦 |無 最大|可 可 無 無 準7)1能限重| 無 少重| 小 一律
文化娯楽 映 函 館 半官，市町村 |高 能限有| 可 可 無 | 無 限純 1能限重 無 無 無 一律
スポーツ スポーツ学校 半官 高 能限有|可 可 有 無 限純|能限重|重 無 無 |一律
レクリエ
ーション スキーリフト・ケープル 半官，市町村 高|能限有| 可 | 可 無 無 限純 |能限震 重 震 無 一別
気 連邦，州，市町村 中 |能限有| 可 可 無 無 準 |最重 無 無 差別








エ 1 'l'f.1fmi7).MtE 1共同I~~ftl排除1: 否|外部効果肉11 配分|分 :1 ト政|負担の公共サーピス管轄権の所在 競合性 連 邦 性 費消費性 可能性能性 +1ーの種基準基 方法
安治
消 訪 市町村 | 中 |能限有|不望|制問 準 |能限重 重 |少重| 無 | 一律
事 故 救 済|半官，州，市町村| 中 |能限有|不望|制困|有 | 無 |準|能限重| 重|少重|無| 一律
教育
大 鼻ー含血ー 州 高 能限大 可 可|有|無|限純|最重 霊 重|小 差別
研究
放 送 大 学 | 州 |高|無 可|可|有|無 ポ純 無 無 |少重 一律
幼 稚 国 |半官，市町村 能限有 可|可|有|無限純 最重 重重小|一律
保健・会施設社
老人ホーム|市町村 高 能限有| 可 可|無|無醐 官→夜最萱重 重|少重 小|一律
保 養 所 半宮，市町村 | 高 |能限有 可 無 | 無 |限純 能限重 重 無|小|一律
社 ぷ~ 住 宅|連邦，州，市町村 無|完 全|不望|可|有|無 準 |能限重|重 少重| 小 一律
劇 場 州，市町村 | 高 |能限有 可 可 | 無 | 無 |限純|能限重 重 重 | 無 |一律
文
コンサ ート|升L市町村 能限有| 可 | 可 | 無 | 無 限純 能限重 重 重 無 一律
化
博 物 館 州，市町村 高 能限有 可 | 可 無|無 限純 無 重 重|無 一律
娯
公共展示場 高 能限有 可 可 | 無 | 無 |限純 無 重|重 無 一律
楽 | 高 |能限有 無 |無 |限純公立図書館 州，市町村 可 可 無 重 重 無 一律























ぷr~ ~ -v- lO ^ 1 'lli'~ltO)ji)ftE 1共同1~~ti 1:↑否|外部効果
立|ト分基準1:ト|吋担;公共サーピス 管離の所在 競合性 | 消費性 可能性可能性:1 -1 一
防 衛・軍 隊|連邦 |高| 無 |不可|技困|有|無 ポ叫| 無 | 重 | 無 | 無 1 -
治
警 察|連邦.JH. (市町村) 高 | 無 |不可|技悶| 有 無 ポ純| 無 重 |少重| 小
安 字 宙 開 発|連邦 高 | 無 |不可|技図 有 無 ポ純| 無 重 無 | 無
1FJ 務 i(S I 無 |不可|技悶 有 ポ純l無 重 無|無






教 |国 民 学校|州 |高|能限有|不望|制図|有|無|限純 1無
事|研 究 所|半官，連邦，州|高| 無 | 可 | 可 | 有 | 有 | ポ 判 | 無
農|集団検診|州 |高| 無 | 不 望 | 制 国 | 有 | 無 | ポ 純 | 無
-霊|種 痘 | 州 |高|無 | 不 望 | 制 国 | 有 | 無 | ポ 純 l無
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lichen Entscheidung， in: H.C. Recktenwald(Hg.)， Nutzen長 osten-Analyse
und Programmbudget. Grundlage staatlicher Entscheidung und Plannung， 
Tubingen 1970， S. 41f.; ders.， Theorie des offentlichen Gutes. Allokative 
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方で再分配効果，他方で効率効果の再要素によるボックス・ダイアグラムで区分
している。 K.N.Munch， Kollektive Guter und Gebuhren， aふ 0.，S. 202f. 







K.N. Munch， Kollektive Guter und Gebuhren， aふ 0.，S. 13f.， S. 52f.お
よび s.213f. 




費者選好への干渉をもたらす。JR. Musgrave， The Theory of Public Fina. 












































































注;1951年の租税および受益者負担金および1951-60年の GNPは西ベルリ γを除く。 1961
年以降はザールラソドを含む。単に行政区分の変化だけによって生じた変化は除いてある。
GNPについては暦年に基づいているが，租税および受益者負担については会計年度に基
づいている。 1960年の債については， 61年から会計年度が暦年制に改められたため， 60年
12月で終結し， 9ヶ月間しかカパーしないが，これを 12ヶ月間に調整してある。
資料;Statistisches Bundesamt(Hrsg，l: Statistische Jahrbucher fur die BRD， Stuttgart/ 
Koln/Mainz 1953-1961および 1966;Fachserie L: Finanzen und Steuern l/II， Offe. 
ntliche Finanzwirtschaft 1959-1962，ならびに Staats・und Kommunal・finanzen1960 
および 1963年。
(イ) 租税(一般財源調達法)と受益者負担金のこれまでの伸びと両者の構成




































図2 租税，受益者負担金， GNPの推移(伸び率)1965~78 年






























資料:Statistisches Bundesant， Fachserie L; Finanzen und Steuern， Reihe 1: O古田tliche
Finanzwirtschaft， 1959-62，1965-73， Fachserie 14: Finanzen und Steuern， Reihe 3.1: 
















えられていた消費者物価上昇率が 70年に 3.5%，71年に 5.4%，72年 5.4払
73年7.0%と激しさを増している。そのため政府は景気が停滞しているにも
かかわらず，インフレ対策のために総需要抑制策を矢継ぎ早に実行した。す




た。結果的に， この期聞は特に 70年以降はそれまでみられた GNPと租税
との増加率が同方向に推移していくという正常の姿が逆転しているのであ
り，きわめて例外的な期間であるといってよし、。従って，ここでは 1951年
から 78年の 28年聞において，有意な動きのなし、， 65~67 年間，および 68

















19611) 1965 1970 1975 1978 
対65年比|如0年比対61年比
財政支出2)
連 邦 34275.0 52205.0 67197.3 91987.9 108365.9 +216 十108 +61 
州3) 22689.1 33207.4 47488.4 94745.2 115663.1 +410 +248 +144 
市町 村 12564.7 21069.7 33801.6 64368.2 68781.2 +447 十226 十103
J口'- 計 69528.8 106482.1 148487.2 251101.3 292810.2 
十321 十175 十97
(19) (13) (12) 
租税収入
連 邦 43730.3 60692.0 85287.7 121253.7 156070.8 +257 +157 +83 
リ.jp) 25703.9 33658.7 51977.9 84770.1 114450.7 +345 十240 +120 
市町 村 9424.1 11808.9 16597.3 30220.3 39679.3 +321 十236 十139
メ口込 言十 78858.4 106159.6 153863.0 236244.1 310200.8 +293 
十192 +101 
(17) (15) (13) 
受益者負担
連 邦 233.3 258.6 290.0 692.6 1336.7 十473 +416 +361 
チ1') 2045.6 2856.1 3448.1 7094.9 8851.7 +333 十210 十157
市町村 4205.4 6380.0 9567.8 16880.2 21586.5 +413 十238 十126
J口L 言十 6484.3 9494.7 13306.0 24667.7 31774.9 +390 
+234 +134 
(22) (18) (17) 





資料;Statistisches Bundesamt. Fachserie L: Finanzen und Steuern. Reihe 1・6百entliche
Finanzwirtschaft， 1959-62， 65， 70， Fachserie 14; Finanzen und Steuern. Reihe 3.1: 











標も， 61年比， 65年比， 70年比と漸減傾向を示すのであるが， 受益者負担
は他の 2者よりもかなり高い伸び率を示し， 61年比では税収に対し 5ポイン
ト， 65， 70年比ではそれぞれ3ポイント， 4ポイントの差をつけているので
ある。以上のことから少なくとも 61年以降78年までの 18年聞の期間にお
いて， Stein=Wagnerの定理は妥当しなかったことが明らかである。このこ
とはより長期の調査においてもあてはまっている。 Institut"Finenzen und 
Steuern“の調査結果によると， 1976年の対53年比では，租税(負担調整基
金を除く)は，連邦で +546%，州で +863%， 市町村で +704%，全体で十
656%の伸びを示したのに対1..-， 受益者負担金では，連邦 +67%，州 +536
%，市町村 +1433%，全体で十951%の伸びであった。また全体の年平均伸

























仏ヂ 1561751叫 606511州問71 +9.21叫+1.1
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資料;Sachverstandigenrat zur Begutachtung der gesamtwirtschaftlichen Entwicklung， 
Jahresgutachten 1980;81， Fachserie L; Finanzen und Steuern， Reihe 1: Offentliche 
Finanzwirtschaft， 1961， 65， 70， Fachserie 14: Finanzen und Steuern， Reihe 3.1・























図3 各地域団体の租税受益者負担金の構成比の推移 60 
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大きく， 61年の'2:19るから 68年の 39%へ一気に上昇した後，下降をたどり，
74年からの振動が激しく， 78年ではほぼ35%の水準になっている。これに
対し，連邦や州ではほぼ安定的に推移し，連邦では 61年の 0.5%から 78年0.8
%，分iでは同期間に 7%強から 67年の 7.8%を最高に，その後低下していく
が， 75年から再び持ち直し 78年では7.2%の水準に落ち着いており， 変動
452 
幅は小さし、。以上を総合した地域団体全体の動きをみてみると， 61年の 6.8











なわち，州では 61年の 7%前後の水準から周年の 13%を前後する水準に，
連邦では 0.5%の水準からいっきょに 14%を前後する高さまで上昇していく
のである。長期的には，特に連邦については 61年に 8%だったものが 68年
の 14.99るまで上昇し，その後も 149るのライ γを下回らないのである。これ
は州の場合も含めて，戦後の高度成長過程で急成長するモータリゼーション
の財政的表現である。以上の結果，全地域団体の受益者負担+目的税も， 61 
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町悶叩問合剖) 1医:話ι品ιf£十品| :2到恥山:1本本料判|保位同阿2Zz司叫巾刷;1本杭制~I ねI~出同;2刻収制ロ司取収制|医院阿:2刻恥削~I担収拡料|医院院阿zZz司::1お松制~I半持ねI~医除::主2:

















ベルでは 61年の 35%強から 28%強に 7-8ポイント低下している。同じこ
とは受益者負担金+目的税についてもあてはまる。この場合比率上昇は市町



























る。また， 行政部門の変更の故に， 1963年と 70年および74年に政策分類の大
栢変更があったので注意を要する。
3) R.L. Ganter， Entwicklung， Theorie und Politik staatlicher Gebuhren， 
a.a.O.，S. 228ff. 








5) 直接支出については， K.N. Munch， Kollektive Guter und Gebuhren， a.a. 
0.， S. 178の注 2)。または FachserieL: Finanzen und Steuern， Reihe 1: 
Offentliche Finanzwirtschaft， 1970， S. 7. 
6) Institut "Finanzen und Steuern“Nr. 180， Zur Bedeutung der Gebuh・
ren， Beitrage und anderer Verwaltungsabgaben fur den Hanshaltsausgleich 










直接支出 直接収入 2-5 直接支出 直 接 収 入 収(4-3支) 直接支出 直 接 収 入 収(6-5支) 
額 1 仲率額 2|伸率 1に対 額 3|伸本領 4[伸率 3に対 額 5 仲率額 6I伸率 5に対
す る % する% する%
1961 43797 18.86 50128 15.57 14.46 30714 9.29 30848 15.03 0.44 24295 10.34 19807 7.58 -18.47 
62 48212 10.08 54028 7.78 1204 35707 16.26 34059 10.41 -4.62 28408 16.93 22106 11.61 -22.18 
63 52381 8.65 60452 11.89 15.41 36747 2.91 36800 8.05 0.14 34062 19.90 25808 16.75 -24.23 
64 59065 12.76 66845 10.58 13.17 39571 7.68 40967 11.32 3.53 38656 13.49 28910 12.02 -25.21 
65 63172 6.95 70204 5.03 11.13 42993 8.65 44053 7.53 2.47 41910 8.42 31529 9.06 -24.77 
66 65075 3.01 72734 3.60 11.77 45630 6.13 47228 7.20 3.50 44280 5.65 32915 4.40 -25.67 
67 73551 13.02 82168 12.97 11.72 47287 3.63 49699 5.23 5.10 44847 1.28 33804 2.70 -24.62 
68 75232 2.29 87269 6.21 16.00 50507 6.81 52313 526 3.58 47409 5.71 35941 6.32 -24.19 
69 88310 17.38 99259 13.74 12.40 55172 9.24 58583 11.99 6.18 53642 13.15 42041 16.97 -21.63 
70 81291 一7.95 92862 -6.44 14.23 61017 10.60 61699 5.32 1.12 55759 3.95 35299 -16.04 -36.69 
71 88058 8.32 99989 7.67 13.55 70472 15.50 68904 11.68 -2.22 66545 19.34 40925 15.94 -38.50 
72 97378 10.59 108718 8.73 11.65 79334 12.5日 80669 17.07 1.68 73834 10.95 47726 16.62 -35.36 
73 104515 7.33 121903 12.13 16.64 91193 14.95 91710 13.69 0.57 82470 11.70 55043 15.33 -33.26 
74 96056 -8.09 126653 3.90 31.85 104911 15.04 100777 9.89 -3.94 91791 11.30 59683 8.43 -34.98 
75 112441 17.06 127366 0.56 13.27 114732 9.36 100244 0.53 -12.63 96492 5.12 62238 4.28 -35.50 
76 116290 3.42 140015 9.93 20.40 121657 6.04 111234 10.96 -8.57 99234 2.84 69370 11.46 -30.09 
77 123508 621 153715 9.78 24.46 128264 5.43 125345 12.69 -2.28 102021 2.81 74519 7.42 -26.96 
78 133540 8.12 166808 8.52 24.91 137390 7.12 132渇75 6.0 -329 101851 -0.17 71393 -4.19 -29.93 






















連 邦 州 市 町 村 全 体
行政・目的 受益者負担金 行政・目的 受益者負担金 行政・目的 受益者負担金 行政・目的 受益者負担金
支出 Mi1l. Mi1l. % 支出 Mill. 今も 支出 Mill. 乱1il. % 支出 Mi1l. % 
1961 34275 233 0.68 22689 2046 9.01 12565 4205 33.5 69529 6492 9.3 
62 38775 236 0.61 25261 2175 8.61 13891 4612 33.2 77271 7036 9.2 
63 42987 225 0.52 27988 2352 8.40 16794 5086 30.3 87769 7663 8.7 
64 47725 243 0.51 29949 2670 8.92 18643 5回4 30.5 96317 8597 8.9 
65 52205 259 0.50 33207 2856 8.60 21070 6380 30.3 106482 9495 8.9 
66 53875 263 0.49 36127 3080 8.53 23485 7229 30.8 113488 10572 9.3 
67 59122 224 0.38 38355 3193 8.32 24781 8089 32.6 122258 11506 9.4 
68 59779 246 0.41 41763 3403 8.15 26294 8596 32.7 127837 12245 9.5 
69 69765 450 0.64 45161 3576 7.91 29294 9381 32.0 144220 13407 9.2 
70 67197 290 0.43 47488 3448 7.26 33802 9568 28.3 148487 13306 8.9 
71 71526 297 0.41 55984 3962 7.08 39847 11309 28.3 167357 15568 9.3 
72 80651 322 0.40 63648 4608 7.24 45651 13247 29.0 189950 18178 9.6 
73 87977 343 0.39 73057 5265 7.21 52542 14972 28.5 213576 20579 9.6 
74 78091 544 0.70 84810 5858 6.91 58676 15133 25.8 221577 21535 9.7 
75 91988 693 0.75 94745 7095 7.49 64368 16880 26.2 251101 24668 9.8 
76 95901 870 0.91 100971 7921 7.84 68139 18540 27.2 265011 27332 10.3 
77 100516 1019 1.01 108662 8324 7.66 71938 18753 26.1 281116 28095 10.0 
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61 62 63 64 65 6 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 
%)。逆に連邦の場合は，受益者負担の経費充足率は平均 0.61%と低水準であ






















216.2% (年平均 12%)，でるったのに対し， チ1'では409.8%(22.8%)，市町村で
は447.4%(24.9~る)，であった。これに対し財産移転支出の伸びは同一期間に




たのであろうか。表8は行政・目的支出を， 1)一般行政， 2)教育・文化， 3) 




ぐ。また伸びの点でも， 社会保障・保健衛生が最も大きく， 構成比は 65年
の29.6%から 78%年の 46.1%に上昇し，受益者負担金のほぼ半分を占める





1965 1970 1975 1978 
構成比|充足率構成比|充足率構成比|充足率構成比充足率
(1) ー 般 行 政 (12.4) 9.8 (13.6) 9.7 (7.8) 5.9 (8.4) 6.9 
z: 安 ・秩 序 (1.5) 5.2 (3.2) 9.3 (2.1) 5.9 (2.4) 7.0 
法 的 保 護 (6.6) 34.3 (7.2) 35.9 (3.8) 20.2 (4.0) 27.0 
(2) 教 育・文 化 (6.6) 5.1 (6.8) 4.1 (11.2) 5.7 (10.6) 5.7 
A寸Lー 校 (0.7) 0.9 (0.7) 6.6 (0.5) 0.5 (1.1) 1.0 
科 訟寸£ー. (4.6) 11.9 (4.7) 9.4 (9.3) 11.9 (8.4) 11.6 
(3) 社 会 保 障 ・保健 (29.6) 9.0 (37.4) 14.5 (47.8) 22.1 (46.1) 23.6 
保健・スポーツリク
(25.9) 61.3 (33.7) 61.2 (43.5) 69.3 (42.6) 74.0 リエーション
(4) 経 済 関 発 (23心 10.6 (13.6) 8.6 (7.1) 7.1 (8.0) 8.5 
交 通 (10.0) 29.9 (8.9) 25.0 (1.4) 5.3 (1.7) 7.2 
(5) 住 宅・施 設 (27.9) 44.1 (28.5) 58.1 (25.9) 53.8 (26.3) 56.5 
地方自治体施設 (23.9) 81.4 (24.6) 101.3 (22.9) 97.5 (23.2) 102.1 
(6) 防衛・戦後処理 (0.04) 0.02 (0.2) 0.09 (0.3) 0.2 (0.7) 0.5 







であるが，これは， 65年にわずか 9 %にすぎなかったものが， 70年に 14.5
%， 75年に 22.1%，78年に 23.6%とその急増ぶりがうかがえる。その大きな
役割を果たしたものが保健・スポーツ・レクリエーション部門であり，その
寄与率は9割強である。この部門の経費充足率は 65年の 61.3%から 78年の
74%に達している。一般行政では充足率は低く，しかも 65年の 9.8%から 78
年の 6.9%へ漸減している。しかし，その中でも法律保護部門はその性格上，
受益者負担金(とくに手数料)による経費充足率が高く， 78年で 27%である。
しかしこれも 65年には 34.39るであったのであるから， 低下傾向を免れてい
ない。教育・文化部門については，充足率はさらに低水準であり，長期的に
462 




開発部門では 65年の 10.6%から 78年の 8.5%へ漸減しているが，これは構
成比についてと同様，交通部門の激減(65年の29.9%から 78年の7.2%)にひき
づられたと思われZ。防衛・戦後処理費はその性格上，当然受益者負担によ
る経費充足率はきわめて低いけれども， 65年の 0.02%から 78年の 0.5%と
着実な伸びをみせているのが注目される。こうして，以上を総合した全部門
でみると， 65年の 9.99るから 78年の 12.6%へ援やかな増加傾向にあること
がわかる。
























下 水処理 3 11 93 
廃棄物処理 99 
屠家畜殺収場，容 1 3 12 80 
埋 葬 1 24 51 65 
浴 斗-竺 41T 31 -1 二~
分 i平均的費
10 1 ー 1 57 
43 












































































それとこれに対応する現実の徴収額 (5890Mill. DM)との差額 (16667Mill. 
DM)をも受益者負担金として増徴できたことになる。この場合， 1969年の全




1963 1969 1963 1969 
A) B) A) B) A) B) 
1) 完 全 受 益 者負担
ダム上水道 2.4 2.0 
都市下水道
ゴー処理・再利用
3c 通 149 3.7 7.8 2.3 1.9 0.6 2.2 1.0 
0.0 0.0 
連 邦 道路 0.3 0.0 02 0.0 
その他道路 100.。
ち公企業 0.2 0.2 0.0 0.0 
iロ.. 計 1) 1 6.21 2.5 2.4 1.3 1.1 0.5 
2) 潜在受益者負担
手斗 学 研 究 6.8 4.3 3.1 2.1 
劇場・コンサート他 13.4 10.2 14.1 11.9 
農耕地整理 0.1 0.1 0.4 0.4 
動 物 飼 養 25.6 24.6 23.8 23.4 
漁獲管理他 6.7 4.6 7.0 5.9 13.8 12.8 13.5 11.7 
消 防
家具・日用品供給
メ日込 計 2) 0.6 1 0.5 1 2.8 1 2.5 7.7 5.6 4.6 3.5 
メ口込 計 1)+2) 1 5.91 2.4 2.4 1 1.3 I 5.2I 3.11 3.5 2.5 
3) 限定受益者負担金
裁判所・検察庁 16.1 16.1 14.1 14.1 38.2 35.5 37.7 35.8 
実 科 A寸4ー 校 0.1 0.1 0.1 0.1 
ギムナジウム 0.8 0.7 0.7 0.6 
リクリエーション施設
メロ斗 計 3) 16.1 16.1 14.1 14.1 19.5 18.5 16.5 15.8 




都 市 チ1' 市 町 村 全 体
1963 1969 1963 1969 1963 1969 
B) 
2.4 2.0 
183.9 57.3 120.5 34.5 209.5 39.9 242.3 55.4 205.2 41.7 229.8 53.6 
90.7 66.6 110.0 86.1 116.5 94.6 106.0 81.9 114.8 92.1 
32.8 12.2 21.1 9.5 47.6 12.1 52.7 13.5 29.2 7.7 25.8 7.8 
0.0 0.0 
0.3 0.0 0.2 0.0 
36.9 8.7 35.2 8.5 47.6 12.1 58.7 13.8 47.0 11.9 57.3 13.5 
3.1 1.0 1.6 0.9 108.0 33.8 108.5 43.2 30.6 15.8 19.6 14.0 
53.1 I 19.9 I 24.8 I 11.2 I 89.3 1 ~.4 1105.1 1 31.5 1ω114.71 38・1I 16.4 
8.3 5.3 3.4 2.7 6.7 4.3 3.1 2.2 
10.7 9.0 8.5 8.2 15.2 11.2 13.5 11.4 13.4 10.2 12.8 11.0 
一 0.1 0.1 0.4 0.4 
42.5 42.1 31.7 31.0 26.8 25.8 24.7 24.2 
1.3 1.1 5.1 4.3 18.5 8.3 22.5 12.3 16.7 8.1 20.4 11.8 
2.2 1.9 5.1 4.7 7.4 4.4 8.7 5.8 6.2 3.9 7.8 5.6 
102.1 45.5 101.9 62.9 112.2 71.8 110.1 89.6 110.9 67.2 109.3 86.3 
15.9 11.2 10.0 8.4 30.7 18.6 29.0 21.2 15.6 10.7 9.1 
35.3 17.0 17.5 10.3 71.0 23.4 32.7 13.8 29.1 14.7 
28.6 27.3 29.2 28.0 36.7 34.3 36.3 34.6 
0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.4 1.7 0.6 0.3 0.2 0.4 0.3 
0.4 0.3 0.1 0.0 0.5 0.2 0.6 0.2 0.7 0.6 0.6 0.4 
70.9 60.7 7.3 5.0 64.3 42.7 22.0 15.1 65.2 44.6 20.0 13.7 
19.4 げi)13.91 11.8 26.1 5.4 20.2 16.7 17.1 12.3 










定的な場合に 20%と想定して計算してみると，全地域団体では 22685Mi1l. 
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